【報告用資料】
塩竈市子ども・子育て会議（平成25年度第3回）議事概要　報告書
	１．会 議 名
	塩竈市子ども・子育て会議（平成25年度第3回）

	２．日　　時
	平成25年12月4日（水）　18:30　～　20:10

	３．場　　所
	壱番館庁舎5F　塩釜市民交流センター会議室

	４．出 席 者
	＜子ども・子育て会議委員＞　13名（欠席　青木・横山委員）
＜塩　竈　市＞　5名・健康福祉部長、子育て支援課長
子育て支援課職員2名
教育部学校教育課職員1名
＜コンサル＞　　2名・アシスト㈱


＜議　事　概　要＞
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１．開　　　　　　　会　　　司会（家庭支援係長）
２．挨　　　　　　　拶　　　　　（健康福祉部長）
３．議　　　　　　　事　　　
（１）協議事項
子ども・子育て支援制度に向けた取組み内容について
　　　香津町保育所民営化に向けての検討課題と子ども・子育て支援新制度に向けた取組み内容について事務局が説明をした上で、香津町保育所民営化を予定どおり進めるか、あるいは子ども子育て支援事業計画の中で見直しを図るかについて協議をした。
　　　会議では、国の新制度が明確にならないまま民営化を進めることは困難と判断し、新計画の中で幼稚園との関係性も含め、老朽化の進む保育所全体の問題として再検討を行うこととした。
（２）報告事項
①子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査票の実施状況について
　１２月４日現在の数値として、対象者の抽出方法、調査人数、調査方法、回収率等について報告をした。また、前回調査（のびのび塩竈っ子プラン後期計画）との比較（配布数、回収数、回収率）について報告した。
　　②子ども・子育て支援新制度の概要について
　　　国から出された最新の資料を基に、新制度における認定区分及び保育を必要とする場合の利用手順等について説明した。
４．その他　　　　
次回（第4回）は２月上旬に開催する。決定次第連絡をする。
＜出された主な意見＞
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（１）子ども・子育て支援制度に向けた取組み内容について
【議長】前回(第２回)会議でのびのび塩竈っ子プランの重点事項、変更点についての説明がありましたが、改めて香津町保育所について事務局から提案があったことについて、まずのびプラを議論いただいた委員から意見をいただき、次いで新しく就任した委員からも意見をいただきたい。
・当時は民営化するということで話が進んでいましたが、震災後状況が変わりました。築40,41年という保育所もあり、安全を確認して保育していると思いますが、これからのプランで民営化の方向で進めていけばいいと思います。
・質問ですが、認定こども園になると決めた時点で、塩竈市でとれる措置はあるのでしょうか。
【事務局】認定こども園に移行する場合、市でとれる措置はまだありません。
・香津町保育所の民営化については認定こども園に関する方針が決まってからでは遅いのでしょうか。
【事務局】保育所のままにしても検討は必要です。
【議長】認定こども園は不透明な部分があり、市の方針が定まらない状態だと思います。安心子ども基金については３年後にこの制度があるかどうかわからないでしょうか。
【事務局】認定こども園に手を挙げる事業者が多いと、補助の優先順位がどのように変わるかわかりません。
【議長】香津町保育所に関してはいくつかの可能性が出てくると思います。民営化して建替え、認定こども園にする、そのまま廃止するなど。
・今保育所が足りてないと思うのですが、認定こども園になって朝早くから夜遅くまで子どもを預かれるとなれば、今足りていないところを補えるのでしょうか。
【事務局】保育に欠ける子どもを預ける時間の整理をしなければならないが、幼稚園で受け皿になってもらえれば保育所の年長クラスは余裕が出ると思います。今後どのようになるかは不明です。
【議長】塩竈は年度当初は待機児童０です。待機児童がいないということは施設の利用がしやすいかどうかにも関わりますが、認定こども園では以上児・未満児とか、保育に欠けるという要件は今より緩やかになります。幼稚園の機能を引き継ぐ形ですが、どれだけ引き継ぐかは不明です。
・以前は幼稚園・保育園すべてが総合こども園になると言われていました。今は幼稚園・保育園のままでも、認定こども園になってもいいと言われています。保育園のままでも補助金は変わらないと言われていますが不透明です。経済的負担など、親が一番困るので、市には早く方針を決めてもらいたい。保育の中身として施設・環境を考えてほしい。子どもの数が減っても保育需要は減らないと思います。その時の状況を見て臨機応変に変えていければいいと思います。公立には公立の役割があるので、全部なくなっても困ります。
・児童数をみると、１０年間で６００名減少しています。保育需要は多くなるのでしょうか。小学校で言うと二小は前年度６００人、今年度は６００人を切っています。一番少ない一小では全校で２００人です。他地域では小学校でさえ統廃合しているのに、幼稚園・保育所は過剰供給ではないでしょうか。
【事務局】保育需要はいずれピークから下がっていくと思いますが、ニーズ調査で動向を見極めます。
【議長】幼稚園入所児童が減っており、全体としては施設入所児童が減少しています。保育需要が異なるため、すみ分けがされています。今後認定こども園が出てきますが、ずっと埋まらない定員が出る可能性もあり、幼稚園・保育所の努力だけではできない部分もあります。
・経営がうまくいかなくなった場合、子どもの行き場がなくなると困ります。
【議長】現在言われている民間事業者の参入の場合についても言えることです。
・保育所の人数が減らないのは、３～５歳は減っていますが０～２歳が増えているからです。早い月齢で預ける母親が増えています。もうしばらくは保育所が必要と思いますが、認定こども園が入ってくれば、民間移行でもやっていけると思います。
・幼稚園児童が減っているのは、料金が高いため、経済的な理由が大きいです。認定こども園は所得に応じて料金が変わるので、今後は変わってくると思います。
【事務局】改めて、香津町保育所について、進めるか、見直しか、協議をお願いします。
・民営化になると今いる職員は全く変わるのでしょうか。
【事務局】変わります。民営化の半年前から合同保育を行い、環境の変化に対応できるようにします。
・このまま進まなくてはならないのでしょうか
【事務局】今一度考え直す時になっています。
・国の方針が定まらないと進めないのではないでしょうか。
【議長】子ども・子育て会議として、民営化について、ただ棚上げするわけにはいかないと思います。他の保育所も老朽化が進んでおり、幼稚園との関係についても皆さんの意見を取りまとめながら、次期計画の中で再検討を行って参ります。
・特別支援学級について、早い段階で対応すれば社会への適応も可能となる。国の指針より早めに手立てするなど、市の姿勢を出すことが大事だと思います。
・香津町保育所の問題が出たことを契機に新しいものを考えてほしい。
・障害を持っている子どもも認定こども園になれば、他の子どもたちと一緒に小学校に入れるので、いじめがなくなると思う。また、朝早い母親などのために時間を長くみてほしい。せっかくなのでもう少し支援を手厚くしてほしい。
【議長】今の議論は香津町保育所から始まりましたが、市としては全体を検討してほしい。
（２）その他
・子ども・子育て支援新制度の内容は、いつから始まるか決まっているのでしょうか。
【事務局】平成２７年度から始まります。ただし、どの事業をいつから始めるかはスタート時期が違います。
【議長】自治体によっては時間差がありながらの移行となります。　　　　　　　（以上）
